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業務報告書
自　2025年4月 1 日
至　2026年3月31日

第125 期
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　会員の皆さまにおかれましては、ますま
すご清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素より格別のご支援とご愛顧を賜り、
厚くお礼申し上げます。
　ここに、当金庫の２０２５年度（令和７年度）
の業務の概要と決算の状況をご報告いたし
ます。
　さて、我が国経済は、各国の通商政策等
の影響や中東情勢の緊迫化など、先行きに

不透明要因を抱えつつも、緩やかな回復基調を維持していま
す。
　金融・資本市場においては、日本銀行が政策金利を１９９５年
以来の水準となる０．７５％まで引き上げました。今後も経済・
物価・金融情勢を見極めながら金融緩和の度合いを調整して
いくものとみられ、「金利のある世界」への移行が進んでおり
ます。
　このような金融経済環境のもと、役職員一丸となり業務に
取り組みました結果、ここにお届けします決算諸表記載の通
りの業績を収めることができました。これもひとえに、会員
の皆さまならびにお取引先各位のあたたかいご支援の賜物と
深く感謝申し上げる次第であります。
　迎えます２０２６年度は、中東情勢をはじめとする地政学リス
クに加え、インフレ動向、金利動向、サプライチェーンの再
編など、地域経済や事業者を取り巻く環境は引き続き不透明
な状況が続くものと見込まれます。
　こうしたなか、金融業界においては事業者との対話を深め、
事業性評価を磨き、円滑な資金供給に加え、事業承継、事業
再生、サプライチェーンの強靭化などの伴走支援が期待され
ております。
　当金庫におきましては、２０２４年４月から開始された『中期
経営計画』に基づき、様々な社会環境の変化を踏まえた組織
体制や人的基盤の確立を目指すとともに、お客さまのニーズ
にお応えするため、課題解決力の強化やDXの推進に取り組ん
でおります。これからも地域から信頼され親しまれる金融機
関を目指して、役職員一丸となって努力し、協同組織の地域
金融機関としての社会的使命を果たしてまいる所存でありま
す。
　最後に、今後も変わらぬご支援を賜りますよう心からお願
い申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。

　２０２６年６月

　　　　　　　　　　　　　　　理  事  長

　厳しい金融経済環境の中で、当金庫では引き続き中小事業者

の皆さまの資金繰りを積極的に支援するとともに、本業支援や

経営改善支援等、金融仲介機能の発揮に努めた結果、以下の通

りの業績を収めることができました。

　預金については、当金庫の特徴でもあります渉外担当者とラ

イフサポート担当によるきめ細かな営業活動を継続し、「取引

基盤の拡充」と「取引メイン化」の推進を図りました結果、期

末残高は４，２１８億円となりました。

　貸出金については、経営コストが全般的に高騰する中で中小

事業者の皆さまの資金繰りを支援すべく資金需要に積極的にお

応えしましたところ、期末残高は２，０３０億円となりました。

　損益については、法人向け貸出金や有価証券利息配当金の増

加により資金運用収益が増収となったことから、当期純利益は

５億９千４百万円を計上することができました。

　一方、多様化するお客さまのニーズにお応えするため、新商

品開発・サービスの充実等にも努めてまいりました。

　預金業務では、好評を得ております年金受給者の方々を対象

とした定期預金「感謝」、固定金利定期預金「とみたん３００」の

取り扱いを継続するほか、金利上昇に伴うお客さまの預金ニー

ズに対応した「特別金利定期預金」の取り扱いを行いました。

　融資業務では、WEB完結型の消費者ローンを中心に非対面

営業の強化を図りました。

　預かり資産業務では、女性職員で構成する「ライフサポート

担当」を中心に、投資信託、保険商品、信託商品などお客さま

の幅広いニーズにお応えしました。

　このほか、店舗等の余剰スペースをお取引先の物品販売拠点

として賃貸する「とみしん地域応援マーケットスクエア」事業

を継続実施するとともに、全国の信用金庫のネットワークを活

用した取引先の販路開拓支援等に取り組みました。

　以上、２０２５年度（令和７年度）における業務の内容につき

ましてご報告申し上げますとともに、会員の皆さまならびにお

取引先各位のあたたかいご支援に対しまして重ねて心から厚く

お礼申し上げます。
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２０２５年
６名の新入職員が入庫しました。
創立記念式典及び永年勤続者表彰式を挙
行しました。
丸の内支店の内装を改装し、リニューア
ルオープンしました。
上市営業部で、「終活セミナー」ならびに

「相続セミナー」を開催しました。
B&Lコンサルティングスクエアで、補助金
活用個別相談会を開催しました。
とみしん年金振込キャンペーンプレミアム
企画第２弾として大相撲夏場所観戦ツアー
を実施し19名が参加されました。
B&Lコンサルティングスクエアで、補助金
活用個別相談会を開催しました。

「信用金庫の日」業界統一“しんきん「地
域応援」キャンペーン”を実施しました。
B&Lコンサルティングスクエアで、補助金
活用個別相談会を開催しました。
第124期通常総代会を富山国際会議場にて開催しました。
B&Lコンサルティングスクエアで、補助金活用個別相談会
を開催しました。
第11回とみしんビジネスクラブ定期総会をANAクラウンプ
ラザホテル富山にて開催しました。（基調講演：映画監督・
本木 克英氏）
アメリカロサンゼルスへの海外視察研修を実施し17名が参
加されました。
ジェトロ・ロサンゼルス事務所を訪れ、追加関税措置の見
通しと現地企業への影響、アメリカのSAKEブームを踏ま
えて日本酒のニーズや輸出に関する情報などについて学び
ました。
富山信用金庫の子法人である株式会社ハル
クが主催する令和６年能登半島地震復興
チャリティー納涼祭に協賛しました。
大泉支店の駐車場を利用し地域の皆様方の
交流を深める機会としました。
本納涼祭では、来場者及び出店事業者より令和６年能登半島
地震復興支援を目的とする募金を募り、お預かりした募金は
８月８日に鷲塚理事長が富山県へ寄附させていただきました。
これまでの立山外来植物除去活動が評価され、環境省中部
山岳国立公園管理事務所とのパートナーシップを締結しま
した。
社会貢献活動の一環として、立山・弥陀ヶ
原で立山外来植物除去ボランティアツアー
を実施し、当金庫役職員とそのご家族等、
計79名が参加しました。
富山市主催による「2050カーボンニュート
ラル」体験セミナーを開催しました。
企業体験を実施し、大学生10名を受け入れました。
富山県内７信用金庫合同企画として、FKKツアーズ株式会
社が旅行企画実施者を務める「飛鳥Ⅱ夏の舞鶴・境港クルー
ズ」の乗船募集を行い、170名が参加されました。
企業体験を実施し、大学生10名を受け入れました。
B&Lコンサルティングスクエアで、補助金活用個別相談会
を開催しました。
お客さま164名の参加のもと、呉羽カントリー
クラブにて「第12回とみしんチャリティゴル
フ大会」を開催し、ご厚意により寄せられ
た募金を富山県へ令和６年能登半島地震の
復興支援のため寄附させていただきました。
富山商工会議所主催の「富山まつり2025　企業対抗綱引き
大会」に参加しました。
大相撲観戦ツアー第３弾として大相撲秋場所観戦ツアーを
実施し27名が参加されました。
富山県内７信用金庫統一「標準傷害保険獲得キャンペーン」
を実施しました。
とみしん緑友会静岡視察研修において三島信用金庫の取引
先企業である株式会社あいおいニッセイ同和自動車研究所
で衝突実験棟の見学やドローン操作を体験し、33名が参加

総総総総総総総総総総代代代代代代代代代代会会会会会会会会会会にににににににににに関関関関関関関関関関すすすすすすすすすするるるるるるるるるる事事事事事事事事事事項項項項項項項項項項
2025年 6 月16日　�第124期通常総代会を富山国際会議場にて開催しました。

　　　　　　　　　報告事項　�第124期（自2024年 4 月 1 日
至2025年 3 月31日）業務報告、貸借対

照表及び損益計算書内容報告の件
　　　　　　　　　決議事項　
　　　　　　　　　　　　　　第 1 号議案　�剰余金処分案承認の件
　　　　　　　　　　　　　　第２号議案　�定款第15条に基づく会員除名

の件
　　　　　　　　　以上いずれの議案も原案通り承認可決されました。

登登登登登登登登登登登登登登記記記記記記記記記記記記記記にににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるる事事事事事事事事事事事事事事項項項項項項項項項項項項項項
2025年 4 月 4 日　�出資総口数及び出資総額の変更登記

　（2025年 3 月31日現在）
　　　　　　　　　（出資総口数　1,330 ,575口　出資総額　6億6,528万7 ,500円）

されました。
B&Lコンサルティングスクエアで、補助金
活用個別相談会を開催しました。
富山県内７信用金庫と日本政策金融公庫と
の間で、災害や感染症発生時に連携し、事
業者を支援する業務連携の覚書を締結しま
した。
第52回富山信用金庫連合協力会総会をANAクラウンプラザ
ホテル富山にて開催しました。
高松信用金庫からの要請に基づき「讃岐獅子舞の祭典  獅子
舞王国さぬき2025」へ参加し、獅子舞を通しての地域間交
流を行いました。

「とみしん年金友の会」（講師：落語家  桂  宮治氏）を富山
県民会館にて開催しました。
ビジネスクラブ講演会（講師：㈱オーダースーツSADA代
表取締役  佐田展隆氏）をANAクラウンプラザホテル富山
にて開催しました。
のと共栄信用金庫が実施する創立110周年記念旅行「秋の富
山日帰りバスツアー」に参加されるお客さまを両日とも源
ますのすしミュージアムにおいてお出迎えしました。
18日は241名、20日は281名お出迎えしました。

「2025よい仕事おこしフェア」が東京ビッグサイトで開催さ
れ富山県内からは16企業・団体が出展されました。
地域の人口減少・少子化の問題解決に積極的に関与し地域
活性化につなげるべく、富山県の事業「TOYAMATCHイ
ベント事業」と連携した婚活イベントを開催し50名が参加
されました。

第 4 回「社長ゴチ会」を秋吉総曲輪店にて開催しました。
大相撲観戦ツアー第４弾として大相撲初場所観戦ツアーを
実施し18名が参加されました。
NTT西日本株式会社富山支店主催の「富山夜塾」へ参加し、
信用金庫及び、富山信用金庫の歴史、当金庫の社会貢献へ
の取組等について講演しました。
ITC富山公開セミナーを富山県民共生センター サンフォル
テにて開催しました。
企業体験を実施し、大学生10名を受け入れました。
特別金利定期預金2026の取り扱いを開始しました。（６月30
日まで）
企業体験を実施し、大学生10名を受け入れました。

「とみしん年金友の会」（講師：元大阪府知事  橋本  徹氏）
を富山県民会館にて開催しました。
企業体験を実施し、高校生４名を受け入れました。
生成AI活用セミナー（ソフトバンク）をANAクラウンプラ
ザホテル富山にて開催しました。

２０２６年
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科　　目 金　額（百万円）
（資産の部）

現 　 　 　 金 4,011
預 け 金 72,220
買 入 金 銭 債 権 25
有 価 証 券 158,193
　�国 債 59,609
　�地 方 債 454
　�社 債 56,151
　��株 式 2,434
　��そ の 他 の 証 券 39,543
貸 出 金 203,087
　�割 引 手 形 167
　�手 形 貸 付 2,598
　�証 書 貸 付 188,816
　�当 座 貸 越 11,504
そ の 他 資 産 3,240
　�未 決 済 為 替 貸 43
　�信 金 中 金 出 資 金 2,471
　�そ の 他 出 資 金 15
　�前 払 費 用 21
　�未 収 収 益 524
　�そ の 他 の 資 産 164
有 形 固 定 資 産 2,080
　�建 物 496
　�土 地 1,315
　�リ ー ス 資 産 5
　�そ の 他 の 有 形 固 定 資 産 263
無 形 固 定 資 産 85
　�ソ フ ト ウ ェ ア 69
　�そ の 他 の 無 形 固 定 資 産 16
前 払 年 金 費 用 510
繰 延 税 金 資 産 118
債 務 保 証 見 返 245
貸 倒 引 当 金 △2,353
　�（う ち 個 別 貸 倒 引 当 金） （△2,104）

資 産 の 部 合 計 441,467
※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目 金　額（百万円）
（負債の部）

預 金 積 金 421,896
　�当 座 預 金 16,988
　�普 通 預 金 177,386
　�貯 蓄 預 金 1,043
　�通 知 預 金 12,559
　�定 期 預 金 207,016
　�定 期 積 金 5,087
　�そ の 他 の 預 金 1,814
そ の 他 負 債 984
　�未 決 済 為 替 借 59
　�未 払 費 用 441
　�給 付 補 填 備 金 3
　�未 払 法 人 税 等 168
　�前 受 収 益 8
　�払 戻 未 済 金 1
　�払 戻 未 済 持 分 2
　�職 員 預 り 金 169
　�リ ー ス 債 務 6
　�資 産 除 去 債 務 22
　�そ の 他 の 負 債 101
賞 与 引 当 金 29
退 職 給 付 引 当 金 105
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 218
睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金 56
偶 発 損 失 引 当 金 144
債 務 保 証 245
負 債 の 部 合 計 423,681

（純資産の部）
出 資 金 664
　�普 通 出 資 金 664
利 益 剰 余 金 28,696
　�利 益 準 備 金 665
　�そ の 他 利 益 剰 余 金 28,031
　　�特 別 積 立 金 26,000
　　　�（厚 生 施 設 積 立 金） （180）
　　�当 期 未 処 分 剰 余 金 2,031
会 員 勘 定 合 計 29,360
その他有価証券評価差額金 △11,575
評 価・換 算 差 額 等 合 計 △11,575
純 資 産 の 部 合 計 17,785
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 441,467

（2026年 3 月31日現在）
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科　　目 金　額（千円）

経 常 収 益 6,523,742

　�資 金 運 用 収 益 5,663,235

　　�貸 出 金 利 息 2,180,017

　　�預 け 金 利 息 286,907

　　�有 価 証 券 利 息 配 当 金 3,114,277

　　�そ の 他 の 受 入 利 息 82,033

　�役 務 取 引 等 収 益 337,439

　　�受 入 為 替 手 数 料 126,062

　　�そ の 他 の 役 務 収 益 211,377

　�そ の 他 業 務 収 益 196,044

　　�国 債 等 債 券 売 却 益 180,471

　　�国 債 等 債 券 償 還 益 3,413

　　�そ の 他 の 業 務 収 益 12,158

　�そ の 他 経 常 収 益 327,022

　　�償 却 債 権 取 立 益 1,084

　　�株 式 等 売 却 益 291,007

　　�そ の 他 の 経 常 収 益 34,930

経 常 費 用 5,313,035

　�資 金 調 達 費 用 929,846

　　�預 金 利 息 925,422

　　�給 付 補 填 備 金 繰 入 額 3,535

　　�そ の 他 の 支 払 利 息 888

　�役 務 取 引 等 費 用 216,982

　　�支 払 為 替 手 数 料 32,492

　　�そ の 他 の 役 務 費 用 184,490

　�そ の 他 業 務 費 用 649,278

　　�国 債 等 債 券 売 却 損 553,830

　　�国 債 等 債 券 償 却 92,790

　　�そ の 他 の 業 務 費 用 2,657

　

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目 金　額（千円）

　�経 費 2,805,068

　　�人 件 費 1,351,045

　　�物 件 費 1,311,068

　　�税 金 142,955

　�そ の 他 経 常 費 用 711,858

　　�貸 倒 引 当 金 繰 入 額 574,965

　　�貸 出 金 償 却 1

　　�そ の 他 の 経 常 費 用 136,891

経    常    利    益 1,210,706

特 別 利 益 0

　�固 定 資 産 処 分 益 0

特 別 損 失 3,155

　�固 定 資 産 処 分 損 3,155

税 引 前 当 期 純 利 益 1,207,552

法人税、住民税及び事業税 476,224

法 人 税 等 調 整 額 137,049

法 人 税 等 合 計 613,273

当 期 純 利 益 594,278

繰 越 金（当期首残高） 1,437,125

当 期 未 処 分 剰 余 金 2,031,404

（2025年 4 月 1 日から2026年 3 月31日まで）



剰余金処分 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 業績の推移 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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科　　目 金　額（円）

当 期 未 処 分 剰 余 金 2,031,404,400

積 立 金 取 崩 額 1,191,500

利益準備金限度超過取崩額 � 1,191,500 

上記を次の通り処分いたします。

剰 余 金 処 分 額 593,281,920 

利 益 準 備 金 − 

普通出資に対する配当金 （年２％）� 13,281,920 

特 別 積 立 金 � 580,000,000 

繰 越 金(当期末残高） 1,439,313,980 

上記の通りであります。� 2026年 6 月

理事会長　山　地　　　清

理  事  長　鷲　塚　一　夫

常務理事　西　方　正　弘

理　　事　山　川　清　之

理　　事　白　川　浩　幸

理　　事　牧　野　　　収

理　　事　松　井　秀太郎

理　　事　武　隈　律　子

以上監査の結果、適法かつ正確なことを認めます。

監　　事　佐　子　裕　厚

監　　事　片　口　　　真

監　　事　山　田　岩　男

監　　事　長　田　小　恵
（注）　監事　長田小恵は信用金庫法第32条第 5 項に定める員外監事であります。

※１ 自己資本には「出資金」、「当期純利益」［外部流出分（出資に対する配当）を除
く］、「諸積立金」などの会員勘定と、「貸倒引当金」［個別貸倒引当金を除く］な
どが含まれます。

※２ 自己資本比率は、金融機関の健全性をあらわす重要な指標とされており、国際
基準は８％、国内基準は４％を下回った場合に早期是正措置の対象になります。
当金庫は国内基準が適用されますが、基準を大きくクリアしております。

預金の推移（単位：億円）

貸出金の推移（単位：億円）

自己資本の推移（単位：百万円）

1,000 2,000 3.000 4,000 5,000

1,5001,250 1,750 2,000 2,250

20,000 25,000 30,000

4,257

4,330

4,221
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4,379

4,218
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1,956
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17.58％※2026年3月末自己資本比率（国内基準）
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店外キャッシュコーナー（2026年5月末現在）
アピタ富山店、アピア、奥田（旧奥田支店）、南富山（旧南富山支店）、アルビス八尾店前、中町（上市町）、スーパーセンターシマヤ立山店

コンビニATMなどの入出金手数料を月4回まで無料化
他行（都銀、地銀等）、コンビニ、ゆうちょ銀行などのATM入出金手数料を合計月4回まで、即時キャッシュバック方式にて無料化しております。
※詳細は当金庫のホームページをご確認ください。

ホームページアドレス
https : //www. shinkin. co. jp/tomishin/

営業店舗一覧表（2026年5月末現在）
本店営業部　富山市室町通り一丁目 1 番32号� 076−492−7300

岩 瀬 支 店　富山市東岩瀬町新川町341番地� 076−437−7161

八 尾 支 店　富山市八尾町東町2115番地� 076−454−3161

元 町 支 店　富山市元町二丁目 3 番14号� 076−421−8501

橋 北 支 店　富山市総曲輪四丁目 3 番 5 号（丸の内支店内）� 076−423−8833

大沢野支店　富山市長附734番地 2 � 076−467−2361

丸の内支店　富山市総曲輪四丁目 3 番 5 号� 076−423−8833

四 方 支 店　富山市四方田町22番地� 076−435−1151

奥 田 支 店　富山市上赤江町二丁目２番16号（赤江支店内）� 076−433−1155

双代町支店　富山市田中町五丁目 3 番39号� 076−424−2281

呉 羽 支 店　富山市呉羽町6569番地� 076−436−5131

高原町支店　富山市中川原78番地� 076−423−1515

南富山支店　富山市堀194番地（堀支店内）� 076−424−0566

高 岡 支 店　高岡市清水町二丁目13番15号� 0766−25−0131

豊 田 支 店　富山市犬島七丁目 7 番15号� 076−438−5577

藤の木支店　富山市開461番地� 076−492−2535

婦 中 支 店　富山市婦中町速星87番地の 3 � 076−465−3471

堀　支　店　富山市堀194番地� 076−424−0566

五 福 支 店　富山市総曲輪四丁目 3 番 5 号（丸の内支店内）� 076−423−8833

東富山支店　富山市中田一丁目 5 番13号� 076−437−5121

射水営業部　射水市三ケ1031番地� 0766−55−1781

射 北 支 店　射水市東明中町 5 番地の 1 � 0766−86−0501

太閤山支店　射水市中太閤山一丁目 1 番地の15� 0766−56−2011

大 島 支 店　射水市小島3942番地の 2 � 0766−52−4588

上市営業部　中新川郡上市町法音寺 3 番地� 076−472−1155

立 山 支 店　中新川郡立山町五百石103番地２� 076−463−1155

大 山 支 店　富山市中滝218番地の 3 � 076−483−2255

大 泉 支 店　富山市大泉町一丁目 1 番 6 号� 076−421−1155

赤 江 支 店　富山市上赤江町二丁目 2 番16号� 076−433−1155

B&Lコ ン サ ル
ティングスクエア　富山市室町通り一丁目１番32号（本店営業部内）� 076−492−7343

営業地区（2026年5月末現在）
富山県全域


